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稲沢市廃棄物減量等推進審議会 

会長 足 立 三 千 夫 様 

 

稲沢市長 加 藤 錠 司 郎    

 

稲沢市廃棄物減量等推進審議会条例の規定による諮問について 

 

稲沢市廃棄物減量等推進審議会条例第２条の規定に基づき、一般廃棄物の減量等

に関する下記の事項について、諮問します。 

記 

１．諮問事項 

（１） 発火性危険物の別収集について 

（２） ミックスペーパー回収の導入について 

 

２．諮問理由 

（１）スプレー缶やライター、リチウムイオン電池など発火のおそれのある一般廃

棄物は、安全かつ適正に処理し、収集車及びごみ処理施設の火災を防止するた

め、発火性危険物として別に収集することが必要である。 

そのため、分別収集との同時収集や、可燃ごみとの同時収集等、別収集の方

法の検討を進めているところであるが、市民にとって利便性が高く、市にとっ

て効率的な、より良い方策を取る必要があると考える。 

（２）感熱紙、防水加工紙等の難再生古紙は、現行の分別基準では可燃ごみとして

焼却処分せざるを得ず、リサイクル率の向上を図るうえで課題となっている。 

そのため、難再生古紙を「雑がみ」での回収対象とすることを検討しており、

リサイクル率の向上を図るものであるが、事業の導入を円滑に行うにあたり、

新しい分別基準を効率的に周知する方策を取る必要があると考える。 


